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「“日本国憲法”を知っていますか？」 

    今年も市内６高校に配布 Ü平和憲法・９条を守る花巻市民の会Ü 

 

高校生に日本国憲法をより深く知ってもらおうと、

三つ折リーフレットを作成し、毎年夏休み明けに、花

巻北・花巻南・花巻東・花巻農・花北青雲・大迫の市

内６高校で登校する生徒さんに手渡ししています。今

年は８月２７日～９月１日に配布。車で校内まで送ら

れてくる生徒や、自転車で駆け込む生徒を除いて、

1,128 名（全生徒の約４０％）に渡すことができま

した。ほとんどの学校で生徒たちが礼儀正しく素直に

受け取ってくれたので、この日は教室内、あるいはご

家庭で、日本国憲法が大いに話題にのぼったことと期

待しています。 

戦後７５年になる今年は、４０数名の犠牲者を出した花巻

空襲からも７５年になります。そこで、今年のリーフレット

には「花巻空襲体験談」を掲載しました。体験者の

秋山潔さんは、本会の役員として、長年に渡り平和

憲法を守る運動にも熱心に取り組んでこられました

が、残念ながら４月２２日にお亡くなりになりまし

た。ご冥福をお祈りします。（加藤昭雄） 

 

 

 

 

 

 

10月の署名活動 ９日（金）１２:１５～１２:４５ 盛岡市大通・野村證券前※雨天中止 

「改憲発議に反対する全国緊急署名」を呼びかけます。宣伝を中心に、間隔を空けて行いますので、

ご都合のつく方は、ご参加ください！ 

花北星雲高校 前 

 ←花巻北高 前 



「安倍９条改憲ＮＯ！改憲発議に反対する全国緊急署名」（９月末現在） 
      （全国では２４万筆） 

◇手元にある署名は、岩手県生協連までお送りください。 

 

「改憲発議に反対する緊急署名」について 
全国市民アクションでは、緊急署名の文言を一部改定する作業を進めており、でき次第ホームページにアッ

プするとのことです。現在のものはもちろん引き続き使えますが、完成次第、みなさんにもお知らせします。 
 

９/８緊急署名岩手の会スタンディング実施。５０名が参加 
強い日差しが照りつける暑さの中、盛岡市津志田の川久保病院前交差点に、地域 9 条の会、労働組合、生協

関係、婦人団体など数十団体が参加しました。 

白衣を着た病院関係のみなさんも交代で駆けつけてくれ、「憲法 9 条

を守ろう」「コロナに乗じた改憲許さない」などの看板や横断幕、プラ

カードを掲げ、ドライバーに向けてアピールしました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

安倍内閣総理大臣の退任を受け、９月１６日衆議院・参議院の本会議での首相指名選挙で自民党総裁の菅

義偉氏が内閣総理大臣に指名され、任命式などを経た後、菅内閣が発足しました。 

「新内閣発足！」の一斉報道でした。それはそれでよいとしましょう。しかし、新内閣発足のとき、その

報道で何時も気になることがあります。 

そうです。「第…代内閣総理大臣」という表現です。菅総理大臣は、「第９９代内閣総理大臣」とのことで

す。えッ、第二次大戦後の日本で「９９」人も「内閣総理大臣」が出たったかなと言う「疑問」がいつも起

きます。コラム子の考えすぎでしょうか。 

その時決まってなされるのは「故伊藤博文」が初代で、新発足の菅氏は「第９９代目」であるという説明

です。 

そうでしょうか？ 「故伊藤博文」氏は大日本国憲法下の「内閣総理大臣」であり、菅義偉氏は日本国憲

法下の「内閣総理大臣」であり、その憲法原理は全く違うし、国のありようも全く違うのであります。大日

本国憲法下の「内閣総理大臣」は第４５代故吉田茂氏で終りであります。ですから、日本国憲法下の「内閣

総理大臣」は初代が故片山哲氏であり、菅氏は「第５４代」と言うことになります。 

どちらも「内閣総理大臣」だから、「どっちでもよいではないか」との「批判」があるかも知れません。

コラム子は、余計な考えすぎだと言われそうです。 

しかし、退任間際の安倍前首相が「年末までに敵基地攻撃能力保有の措置を講ずる必要」を後継内閣に「指

示」するかのごとき「発言」したことを考えれば、緊張感と警戒感をもって対処しなければならないと思い

ます。 

「戦争推進勢力」に対して、「戦争反対！」の声をあげましょう。「戦争反対！」の活字一杯書きましょう。

最近テレビの朝ドラマで、「勝ってくるぞと…（露営の歌）」が流れているのが気がかり…（T） 

― 菅内閣が発足、さて．．． ― 


